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ＪＲ西労組は７月 18日～19日、大阪市内において、第 36回定期中央本部大会を開催

した。コロナ禍以前と同様の規模で開催し、来賓・代議員・傍聴など総勢約 500名参加
のもと、2024年度の運動方針を満場一致で決定した。来賓として井尻雅之連合大阪副会
長、泉健太ＪＲ連合国会議員懇談会副会長、森本真治同幹事、浜野喜史参議院議員など
約 40名を迎え、ＪＲ連合からは、荻山市朗会長と宮野勇馬企画局長が参加した。 
 

大会冒頭、主催者挨拶に立った上村良成中央執行委員長（ＪＲ連
合副会長）は、頻発する労災に警鐘を鳴らし、ABC（A当たり前のこ
とを Bバカにせず Cちゃんとやる）運動を基に「世界一安全な鉄道」
を皆で創り上げる決意を述べた。また、賃金の継続的な引き上げや
カスハラ防止をはじめ、活き活きと働き続けられる職場環境の構築
に引き続き取り組むこと、女性参画、民主化を含む組織の強化・拡
大、地域に根差した公共交通と政治のつながりなどについて理解と
協力を訴えた。 
 

また、荻山会長は来賓挨拶で、危険な事象が頻発していることに
危機感を高め、10月に開催する安全シンポジウムで知見を深めるこ
と、労働組合に拠らない社員管理を可能とすることも議論されてい
る労基法改正の動向に十分に注視しつつ、民主化にも不退転の決意
で取り組むこと、道路予算の 17分の１しかない鉄道予算に課題認識
を持ちつつ、官民パートナーシップを発揮して取り組むこと、他産
別と格差が拡大しつつある現状を踏まえ、引き続き労働条件の向上
に取り組む決意を述べた。 

 

議事では、執行部より 2024年度の運動方針等が提起され、本会議 15名に加え、ＪＲ
西労組を特徴づける各小委員会においても熱い質疑（組織・財政 35名、安全・業務・ワ
ーキングイノベーション 47名）を受けた。安全確立、労働組合活動の根幹となる組織強
化、矢継ぎ早に実施される施策への対応、人財不足への対応とキャリアステップのあり
方、地方公共交通のあり方と政治の関わり等について意見が出され、羽野敦之書記長（Ｊ
Ｒ連合執行委員）の総括答弁の後、全て
の議案が満場一致で可決された。 
 

また、一日目終了後のレセプションに
はＪＲ西日本の長谷川一明社長も来場
し、様々な業務を日々遂行している組合
員に対しお礼を述べた。また、三日月大
造滋賀県知事も駆けつけ、日頃の支援に
感謝の意を表した。 
 

最後に、上村執行委員長の団結がんば
ろうで、魅力あるＪＲ西労組運動を継
承・発展させていく誓いを新たにした。 
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